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研究成果の概要（和文）：輸入雑貨とそのコピー品の氾濫は、様々な地域の経済発展の過程で問題となってきた
現象である。本研究では19～20世紀のアジアにおける近代雑貨に焦点を当てて、輸入に伴って生じる現地でのコ
ピー品製造、模造品・イミテーション品市場の簇生、輸入代替・輸出志向型工業化と労働集約的小規模生産の展
開、受け手社会での「新商品」の誕生とその普及・販売など、経済史にとって重要だが従来充分に議論されてこ
なかった問題について実証分析を行った。

研究成果の概要（英文）：Fake, imitation, and counterfeit goods have long plagued domestic and 
international trade. While we are all familiar with contemporary attempts to control the manufacture
 and sales of such goods, economic historians have given the subject little attention. This project 
focused on problems associated with imported everyday-use sundry goods (zakka in Japanese) and the 
role played by local production of imitations, the rise of markets for counterfeiting and shoddy 
goods, import substitution/export oriented industrialization and the development of labor intensive 
small scale industry, and the acceptance of  "new products"in the recipient societies in 19th and 
20th centuries Asia.

研究分野：アジア経済史

キーワード： 模造　　　コピー品　雑貨　アジア間貿易　アジア経済史　商標　輸入代替　現地生産
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

雑貨品の生産・流通・品質に関しては日本経

済史、アジア経済史、欧米経済史の分野で谷本

雅之（2005）、沢井実（2013）、古田和子（2007）、

本野英一（2008）、伊藤亜聖（2010）、Berg(2005)、

Dikötter (2006)などの研究があるが、雑貨のコピ

ー品や模造品の氾濫は、現在でも世界各地で

広く観察される問題であり、本研究課題につい

て歴史的な経緯を踏まえた系統的な実証研究

の必要性は高かった。 

 

２．研究の目的 

人々が日常の生活で消費する小さな品々―

雑貨―はグローバル経済史のなかでどのような

意味をもつ存在であったのか。輸入雑貨とその

コピー品の氾濫は、さまざまな地域の経済発展

の過程で見られる普遍的な現象である。本研究

はこれらの小さな品々に光を当てて、現地での

コピー品製造、模造品・イミテーション品市場の

簇生、輸入代替／輸出志向型工業化と労働集

約的小規模生産の展開、受け手社会での「新商

品」の誕生とその普及・販売など、経済史にとっ

て重要だが、必ずしも充分に議論されてこなか

った問題について、19～20 世紀のアジアを事例

に検討を加える。 

 

３．研究の方法 

（１）①日本・中国及び日本の植民地を中心とす

る東アジア地域の専門家５名によるそれぞれの

地域における雑貨品の製造と流通を特徴づける。

②それらの地域の輸出と輸入代替の動向を検

討し、各地域間の相互関係を分析する。③以上

から導き出されたアジアにおける特徴を、アジア

以外の地域における雑貨品製造や流通に関す

る特徴と比較することによって、近代的雑貨貿易

と模倣品市場に関する総合的な理解を高める。 

 

（２）そのために①資料（文献資料・ビジュアル資

料など）の検索・収集・整理、②予備的成果を取

りまとめるための国内学会でのパネル報告や国

際ワークショップの開催、③海外の研究者の参

加 を 得 て 、 17th World Economic History 

Congress（2015 年、京都）においてセッションを

組織し成果を広く海外に発信するとともに、④研

究活動の総括をする。 

 
４．研究成果 

（１）Maxine Berg（2006） は当該分野にグローバ

ルな視野を提供した優れた研究である。Berg は、

17 世紀以降世界的に盛んになった東洋工芸品

の貿易が 18 世紀のブリテンでそれに似せた下

級代替財の国内生産を勃興させたこと、これら

の新商品は形成されつつあった中間層が自宅

で使う消費財として広範に普及したことを実証し

た。18 世紀ブリテンは抬頭する中間層にとって

消費の持つ意味が必要から「歓び pleasure」へと

再構成される時代であった。 

研究代表者・古田和子は、Berg の研究に対し

て、19～20 世紀に今度は欧米から流入した近

代的雑貨がアジアにおいて洋風雑貨のコピー

品製造とアジア間貿易を促したことを明らかにし

た。石鹸・歯磨き粉・化粧品・マッチ・ランプ・ガラ

ス製品・玩具・洋傘・ボタンなどの近代的雑貨は、

健康や衛生概念も含む新しい生活様式や思考

様式を表象するものとして、勃興しつつあった中

国沿海都市部の中間層を中心に普及していっ

た。欧米雑貨の安価な代替品としての日本品は

拡大するアジアの雑貨品市場を急速に捉えて

いったが、他方で商標の模造や consumerism vs. 

nationalism の問題を惹き起こし、愛国貨運動な

ど現地生産による輸入代替工業化も促した。 

 粗製品や模倣品は、質の悪い商品がその質

についての正しい情報が得られないままに売買

される結果、競争の質も阻害されて品質にみあ

った適正価格が実現できないという意味で、純

粋に経済学が扱うべき分析対象である。しかしこ

れを歴史的なコンテクストで検討してみると、技

術移転やイノベーションによる正当かつ正規の

経済発展に付随して、イミテーションによる新商

品の生産拡大やローエンド型のシャディー品市

場の簇生が、それら新商品の人々による広範な

需要をとおしてその社会に広くて深い文化変容

と市場経済の全般的進展とをもたらしていたこと



に気づく。古田は近代雑貨とその模倣品市場が

形づくった 20 世紀アジアの物的風景（ the 

material landscape）を描き、零細な地元製造業

者、輸出入業者、そしてこれらの小さな品々を需

要する広範な普通の人々の対応を考察した。 

 

（２）分担者・谷本雅之は戦前期日本における高

所得国向けの玩具輸出の展開を、「模倣」から

「新機軸」への移行の観点から検討した。日本

製の新興玩具（金属・セルロイド・ゴム製など）は、

日本国内に市場基盤をもたないまま、専ら輸出

向けに生産を伸ばしていった。日本製玩具は欧

米の模倣品を製造することで欧米の下級財市場

に参入するが、次第に新機軸製品の開発によっ

て一定の声価を獲得するに至る。そのプロセス

の検討を通じて、近代雑貨の生産がグローバル

な市場競争の中での労働集約的産業展開の一

つのパターンとして位置づけられることを示し

た。 

 

（３）分担者・瀬戸林政孝は近代中国における在

来の蝋燭産業が、近代雑貨として西洋蝋燭が導

入されたことによって、どのような展開を示したか

を、イミテーションと現地生産の観点から考察し

た。西洋蝋燭は明るさの点で優れていたので、

近代中国では輸入品を模倣した商品が盛んに

現地生産されるようになり模造品市場も形成され

るが、宗教儀礼では伝統的な中国蝋燭が依然と

して主要な位置を占めていたことが明らかにさ

れた。 

 

（４）分担者・平井健介は日本植民地期台湾に

おける石鹸の需要を、同化と工業化の観点から

分析した。植民地社会では宗主国から流入する

近代的雑貨が、その使用価値よりも「文明への

同化」を体現する手段として位置づけられてい

た点に注目し、日本の同化政策の下で社会的

地位を向上させようとする台湾人の行動が下級

石鹸（浴用の化粧石鹸ではなく洗濯に使用する

石鹸）の需要を形成したこと、それが台湾の石鹸

工業を成長させ日本製品の移入代替化をもたら

したことを明らかにし植民地工業化の一形態を

実証した。 

 

（５）分担者・伊藤亜聖は現代中国の浙江省義

烏に誕生した巨大な雑貨品卸売市場のフィー

ルド調査を手掛けてきた。義烏の市場で売買さ

れる雑貨はローエンド型のシャディ―品が多く品

質の点では問題も多いのだが、義烏には世界

各地からバイヤーが集まり盛んな取引が展開さ

れている。1950 年代の計画経済期には財・産業

管理システムのなかで優先順位の低い「周辺」と

して位置づけられた雑貨産業は、改革開放期に

入り、国内市場における供給不足を補うべく、農

村部における自由取引市場と工業集積とによっ

て、義烏に見るような世界的な生産・集積・卸売

り市場を形成するに至った経緯を明らかにした。 

 

（６）国内外における位置づけとインパクト 

①本プロジェクトは 2015 年 3 月に海外の研究者

を招聘して研究課題をテーマにした国際ワーク

ショップを慶應義塾大学において開催した。 

②2015 年 5 月に、社会経済史学会第 84 回全国

大会において『「近代」雑貨、模倣品市場、工業

化：1900-2000 年代 東アジアの事例研究』と題

するパネルを組織し、研究代表者および分担者

が報告を行った。本パネルのテーマは国内の学

会で初めて提起された新しい議論として、学会

に一定のインパクトを与えることができた。 

③2015 年８月開催の 17th World Economic 

History Congress に、本研究テーマで応募した

セッションが採択されたので、“Small Things and 

Copy Culture in Global Economic History: From 

the Perspectives of 19-20th Centuries East 

Asia,” と題するセッションを組織して、研究メン

バー全員に海外専門家も加えて報告を行った。

G. Riello によるイギリス史からのコメントもあり、

フロアとも活発な討議が展開され、本研究課題

の新規性と重要性が国際学会において高い評

価を得た。 



（７）今後の展望 

 本研究では近代アジアの事例研究に焦点を

当てたが、欧米やアフリカにおける事例との比較

を行うことによって、新たな知見を得ることが期待

できる。また、イミテーションが経済過程のなかで

持つ意味についてより深い洞察を加えた議論が

展開できる可能性が示された。 
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